2022年（令和4年）OWS国際大会代表選手選考方法
◆第19回FINA世界水泳選手権競技大会（OWS）（日本・福岡／2022年5月13～29日）
１．選考はポイント制とし、別紙「2022年以降の国際主要大会の選考方法について」に準ずる。
２．選考は、第19回世界選手権大会競技規則に基づいて日本水泳連盟選手選考委員会があたり、編成方針（日本水泳連盟が決定する）に沿って総合的な判断により選考する。

３．編成人員は各種目最大男女各2名とする（選考日は未定）。
◆2022年FINAマラソンスイミングワールドシリーズ（場所・日程未定）

１．編成人数は①選考競技会における男女各4名とする。
２．選考競技会を下記大会とし、選考競技会が荒天時の場合は大会要項に記載の「荒天時の対応」に従う。
・第97回日本選手権水泳競技大会・10km（高知・須崎、2021年10月16日）
３．選考は、日本水泳連盟選手選考委員会があたり選考する（選考日は未定）。

４．編成方針（日本水泳連盟が決定する）に沿って、総合的な判断により選考する。
５．派遣大会は第98回日本選手権水泳競技大会（場所・日程未定）開催日までの大会とし、開催日程が決定した時点で、OWS委員会にて協議する。

◆2022年全豪選手権（オーストラリア・未定、日程未定）※
１．編成人数は①選考競技会における男女各4名②平成14年4月2日以降に生まれた者の中から男女各2名とする（①②の重複含む）。

２．選考競技会を下記大会とし、選考競技会が荒天時の場合は大会要項に記載の「荒天時の対応」に従う。
・第97回日本選手権水泳競技大会・5km（高知・須崎、2021年10月17日）
３．選考は、日本水泳連盟選手選考委員会があたり選考する（選考日は未定）。

４．編成方針（日本水泳連盟が決定する）に沿って、総合的な判断により選考する。
◆2022年世界ジュニア選手権（場所未定、時期未定 ）
１．選考競技会を下記大会とし、選考競技会が荒天時の場合は大会要項に記載の「荒天時の対応」に従う。

種目は下記の通りとする。

・選考競技会：OWSオーシャンズカップ2022（千葉・館山、2022年6月吉日）

・種目：【14歳～15歳】5km、【16歳～17歳】7.5km、【18歳～19歳】10km 

２．選考は、日本水泳連盟選考委員会があたり選考する（選考日は未定）。

３．編成方針（日本水泳連盟が決定する）に沿って、総合的な判断により選考する。

４．参加有資格者、及び男女別年齢区分毎の選考人数枠は下記の通りとする。

【14歳～15歳】5km　　平成19年1月1日～平成20年12月31日生まれ：男子1名、女子1名

【16歳～17歳】7.5km　平成17年1月1日～平成18年12月31日生まれ：男子1名、女子1名

【18歳～19歳】10km　 平成15年1月1日～平成16年12月31日生まれ：男子2名、女子2名
＊各種目別（男女各年齢区分毎）の上位者から選考する。

＊大会要項発表後、条件が追加される可能性あり。

５．MIXリレー（1.25km×4・男女各2名）は、代表選手団の中から選考する。
以　上
